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「死亡災害・重大災害撲滅」に向けた安全管理の徹底について（協力要請）
拝啓　春暖の候　貴社ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。平素は九州電力総連の諸活動に対し格別のご理解とご協力を賜り厚く御礼申し上げます。
さて、九州電力総連は「安全は全てに優先する」を基本姿勢に年間を通した「安全衛生活動方針」を策定、とりわけ夏季・冬季においては安全衛生総点検の完全実施や労使一体となった安全意識高揚のための取り組みなどを積極的に展開しています。

2020年度は“死亡災害ゼロ”・“重大災害撲滅”及び“心身の健康”を目指して活動を展開しておりましたが、九州における年度労働災害発生件数は40件（前年比+11）、昨年度は発生がなかった死亡災害が5件発生し、九州電力総連大で1994年統計を開始した以降、年度単位で最大となる5名の仲間の尊い命が失われたことは痛恨の極みと言わざるを得ません。また、休業30日以上の重大災害も16件（前年比+7）発生しており、発生した災害の多くが重傷重大な災害となるなど、極めて憂慮すべき状況が続いており、産業特有である「墜落･転落」の重大災害に加え、転倒、はさまれ・巻き込まれによる災害に歯止めがかからず、休業を伴う災害も多く発生している状況です。
　死亡災害・重大災害内容を確認すると、その発生要因が過去に類似する災害も複数あるなど、災害事例が活かされずに再発防止策が十分に機能していない実態であると言わざるを得ません。
また、発生した災害のほとんどが協力会社で発生しており、無胴綱作業による墜落や重量物によるはさまれなど、現場において安全対策が徹底し浸透されていれば防げた災害であると思われます。このような現状を労使が重く受け止めるとともに、電力事業全体の問題として危機意識をもって対策を講じる必要があります。
現在、労働災害の新たな防止対策として、様々な企業でAIやIoT技術を使った労働災害を未然に防ぐシステムや機器が開発されています。九電送配でも九電ビジネスソリューションズと共同研究にて、危険感受性向上に向けたVRコンテンツの制作に取り組んだことがあるとお聞きしております。安全に対する人への意識・注意喚起は今後も継続して行っていかなければなりませんが、更なる防止対策としてのAIやIoT技術などを活用したシステム機器の導入を早期に進めて頂きたいと思います。
　九州電力総連としては、無念にも作業中に亡くなられた仲間の命を決して無駄にすることなく、このような災害を繰り返し発生させないために、安全管理の徹底について課せられた役割と責任を果たしていくためにも、あらためて再発防止に向け知恵を絞り、働くすべての仲間が「安全最優先」の意識を共有できる環境整備に向け、終わりなき取り組みを進めていく所存です。
　2021年度も、『安全は全てに優先する』を基本姿勢に、“死亡災害ゼロ・重大災害撲滅” に向け、特に、４大重大災害（電気災害、墜落・転落災害、挟まれ・巻き込まれ災害及び重機に起因する災害）防止に向けた積極的な運動を展開します。

つきましては、貴社を通じ、電力関連産業に関わる職場の「死亡災害・重大災害の撲滅に向けた安全管理の徹底」について万全を期していただくとともに、引き続き、グループ企業・協力会社を含めた安全教育の徹底や災害発生状況・再発防止策の共有化に取り組み「協力会社を含めた安全活動の徹底」に向けた活動に対して取り組んでいただきますようお願いいたします。
以　上
